
9 月 29 日(金)～10 月 5 日(木)     松下幸之助一日一話         ＰＨＰ研究所編 

System Consultant Wave  

９月２９日（金）商品はわが娘 

 私どもが日々扱っている商品は、言うなれば永く手塩に

かけたわが娘のようなものだと思います。ですから商品を

お買いあげいただくことは、自分の娘を嫁にやることであ

り、お得意先はかわいい娘の嫁ぎ先だとも言えましょう。 

 そう考えると、その商品が十分お役に立っているかどう

か心配になって、ちょっと様子を見てみようという気が起

きてくるのではないでしょうか。そういう思いで日々仕事

に取り組んでいるならば、お得意先との間に単なる商売を

越えた、より深い信頼開係、力強い結びつきが生まれてく

ると思います。お互い商品を自分の娘というほどに考えて

いるかどうか、改めて考え直してみたいものです。 

 

９月３０日（土）感謝する心 

 今日の社会においては、われわれはどんなに力んでみた

ところで、ただ一人では生きてゆけない。やはり親兄弟は

じめ多くの人びと、また人ばかりでなく、周囲に存する物

や環境、さらには自分たちの祖先や神仏、自然の恵みのも

とに暮らしている。そういうものに対して、素直に感謝す

る心を持つということは、人としていわば当然のことであ

り、決して忘れてはならない態度だと思う。 

 もしそういう感謝の心を持たないということになるな

らば、お互いの生活はきわめて味気ない殺伐としたものに

なるであろう。常に感謝の心を持って接してこそ、他人の

立場も尊重して行動するということも可能になってくる。 

私は、いままでいかなる場合でも、そう考えて、自問自答

しながら事をすすめるよう努めてきた 

 

１０月１日（日）法治国家は中進国 

 今日、法治国家というのは、だいたい先進国ということ

になっていますが、私は法治国家は真の先進国とは言えな

いのではないか、という気がします。是非善悪が何でも法

律で決せられる法治国家は、いわば中進国であって、真の

先進国、文明国とは、法律がきわめて少なく、いわゆる法

三章で治まっていく国、それだけ国民の良識が高い国とい

うことではないかと思うのです。 

 とすれば、真の先進国になるためには、やはり国民の良

識の涵養というものを大いにはかっていかなければなり

ません。そのことに成功しない限りは、先進国にはなれな

いのではないかと思うのです。 

 

１０月２日（月）強く人を求める 

 事をなすに当たって、人を得るかどうかはきわめて大事

なことである。それによって事の成否は決まると言っても

よい。 それではどうしたら“人”が得られるのだろうか。

これは大きく言えば、運とか縁によると考えられるだろう

が、やはり強く人を求める心があってこそ、人材も集まっ

てくるのだと思う。ただなんとなくすぐれた人材が集まっ

てくるということはまずあり得ないだろう。すべてのもの

は要求のあるところに生まれてくるものである。 

人材の不足を嘆く前に、まずみずからどれほど強く人を

求めているかを自問自答してみる必要もあるのではなか

ろうか。 

 

 

１０月３日（火）千差万別の人間 

人間は千差万別の姿と心に生まれついています。従って

それぞれの持つ使命も天分も、全部異なっているのではな

いかと考えられます。 

 しかし現実の社会では、すべてを一つの型にはめよう、

規制しよう、同じ道を歩ませようとするきらいが多分にあ

るように思われます。もちろんこうした考え方は、一面に

おいては必要なのですが、世の中を全部そういう考え方、

ものの見方で通そうとすることは、決して社会の進歩には

つながらないでしょう。 

 ですから、人間がそれぞれに持っている特性というもの

をよく認識し、その特性を生かしていける共同生活を考え

出さなければならないと思うのです。 

 

１０月４日（水）心を磨く 

 人間の心というものは、ほんとうに自由自在なものだと

思います。何か困難な問題が起こったとしても、心の働き

によっていかようにでも考えられると思うのです。もう辛

抱できない、あしたにでも自殺したいという場合でも、考

え方を変えるならば、一転して、あたかもひろびろとした

大海をゆくがごとき悠々とした心境に転回することさえ

できるのです。それが人間の心の働きというものでしょう。 

 ですからわれわれは、これから仕事をするに当たって、

まず心を磨くというか、ものの考え方を成長させる必要が

あります。そういう心の働きに、今まで得た知識を加えて

やっていけば、必ず大きな成果が生まれると思います。 

 

１０月５日（木）経営の若さとは 

 一般的に人間は年齢を加えるとともに若さが失われて

いきます。けれども、そういう中でも、なお若さを失わな

いという人もいます。それはどういうことかというと、心

の若さです。 

 企業においても、大切なのはそういう精神的若さでしょ

う。言いかえれば、経営の上に若さがあるかどうかという

ことです。そして、経営の若さとは、すなわちその企業を

構成する人々の精神的若さ、とりわけ経営者におけるそれ

ではないかと思うのです。経営者自身の心に躍動する若々

しさがあれば、それは全従業員にも伝わり、経営のあらゆ

る面に若さが生まれて、何十年という伝統ある企業でも若

さにあふれた活動ができるようになると思います。 


